
二人で散歩するのが日課

出典 ： 相談イーローゴネット（http://sodan.e-65.net ）

認知症カフェ、認知症サポーター養成講座については本紙（今号は7面）や市公式Ｗｅｂサイトをご覧ください。
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アルツハイマー型認知症
（何も治療しない場合）
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　加齢による物忘れと区別がつきにくい認
知症の初期段階。症状が進むと脳の働き
が悪くなり、記憶力や判断力が低下して
・記憶障害、失語
・不安・焦燥感にかられる
・暴言・暴力、徘徊
 などが見られ、日常生活に支障をきたすようになります。

　少しでも気になったら、認知症チェックリストを
試してみましょう。（チェックリストは市公式Ｗｅｂ
サイトをご覧になるか地域支えあい課まで）

　認知症の人やその家族、
専門職、地域の人が交流し、
情報交換をしている認知症カ
フェ。市内で毎月、開催されて
います。関心のある方なら誰
でも参加できるので、一度訪
れてみませんか。

　患者の状態を熟知しているかかりつけ医。変化
に敏感で、認知症についても気軽に相談すること
ができます。

　市内に15カ所あり、社会福祉士、主任ケアマネ
ジャー、保健師などの専門職員が、健康や介護の
相談などの支援を行っています。

まずは近くの窓口などに相談してください。

☎ ７１２-８５４５介護福祉課

　認知症（疑いのある方を含む）とその家族を支
援するチーム。 約６カ月の支援期間の中で、適切
な医療・介護サービスの案内や、生活環境の改
善・ケアについてのアドバイスなどを行います。

　73歳まで印刷会社に勤務。趣味の尺
八は日本武道館で演奏したこともある
ほどの腕前でした。約10年前から認知
症の症状が見え始め、現在記憶障害な
どが見られます。
　奥様のかずこさんは着替えや入浴な
どを手伝い、介護サービスを利用しなが
ら、とくじさんの日常を支えています。

　認知症カフェや講座にご
夫婦で参加されています。
　周りの方とも気さくに接
し、いきいきと地域で暮らさ
れています。

「認知症だから特別に何か
しなくちゃ」と思っていました
が、それがなくなりました。

　早期発見ができると、
医療や介護も選択肢がひ
ろがり、より良いものを受
けることができます。
　私たちも寄り添って今で
きることを考えます。

　市内には認知症について正しく理解し、できる範
囲で手助けをする約14,000人の認知症サポー
ターがいます。金融機
関、警察といった団体
向けだけでなく、誰で
も参加できる養成講
座も開催しています。

　認知症の種類の中で最も多いアルツハイ
マー型認知症は、早期発見が大切で、薬により
進行を遅らせることができると言われています。
　また、本人や家族が認知症への理解を深め、
病気と向き合い話し合う時間ができるので、今
後の生活に備えることができます。

　厚生労働省によると65歳以上の4人に1人が認知症または予備群であるとされ、認知
症は特別な人がかかるのでなく、誰もがかかる可能性のある病気と言えます。決して他人
事ではありません。
　市は高齢者福祉計画・介護保険事業計画を立て、本人や家族の支援を行っています。
　適切な治療と支援により、住み慣れた場所で自分らしく暮らし続けられることができる認
知症。周りの人が正しい知識を持ち、優しい気持ちで接することが大事です。

☎ 712-8521地域支えあい課

まさか夫が
認知症になるなんて

話しかけられると
本人も私もうれしい

こんなことありませんか
見かけませんか

今までなかったのに

周りの人や自分が認知症かもと心配になったら

それは認知症の兆しかも

地域で支える人がいます

かかりつけ医

とくじさん（８４）
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（73）

高齢者サポートセンター 認知症初期集中支援チーム

認知症カフェ

認知症サポーター

早期発見が大事

今思うと兆しは
完璧だった尺八の演奏を
間違ったり、知人の家に行くの
に迷ったりしたことだったと思い
ます。
元気だった夫が、まさか認知
症になるとは思わな

かったです。

ずっと一緒にいます
寂しがるし私も不安だから。だ
けどけんかもよくしますよ、若いこ
ろと一緒。派手な服を指摘するな
どささいなことが原因で。私が折
れますけど。
息抜きは、息子が見てくれる
日に少年野球を見に行

くことです。

周りが助けてくれる
認知症であるということを隠
さないことで、「公園に行ったよ」
とか近所の方が気を遣って助けて
くれます。
最後までこの人をみていきた
いです。

認知症ということは
特に隠していません

人と話していると、本人もうれしそ
うです。働きたいようで、認知症カ
フェでみなさんにお茶を配っている
ときに、明るい表情を見せます。
それを見て私もいいなあと思
います。
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夫のしんいちさん（81）

認知症
について一緒に考えていきましょうどんなこ

とでも相談してください 早期診
断・早期対応を支援しています

高齢者サポートセンター
髙松さん

認知症サポーター 
石山さん

吉岡医師（認知症専門医）
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　子どもが好きで、保育園で働いたり、日本舞踊の講師をしたりしていました。
3年前から記憶障害や幻視が見られ、認知症と診断され治療を受けています。

みちこさん（81）
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